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(57)【要約】
【課題】梁底型枠を支持する支保工の数を減らすことで 
ある。
【解決手段】梁の構造は、長手方向から見て、横方向に 
並ぶ一対の上弦材と、長手方向から見て、一対の上弦材 
とで三角形の頂点を形成するように配置される下弦材と 
、一方の上弦材と下弦材とを連結する一の斜材と、他方 
の上弦材と下弦材とを連結する他の斜材と、を有し、両 
端が一対の構造物に支持されているトラス梁と、一対の 
上弦材に跨るように配置される板状の梁底型枠と、梁底 
型枠を用いて形成される鉄筋コンクリート製のコンクリ 
ート梁と、を備える。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 手 方 向 か ら 見 て 、 横 方 向 に 並 ぶ 一 対 の 上 弦 材 と 、 前 記 長 手 方 向 か ら 見 て 、 一 対 の 前 記  
上 弦 材 と で 三 角 形 の 頂 点 を 形 成 す る よ う に 配 置 さ れ る 下 弦 材 と 、 一 方 の 前 記 上 弦 材 と 前 記  
下 弦 材 と を 連 結 す る 一 の 斜 材 と 、 他 方 の 前 記 上 弦 材 と 前 記 下 弦 材 と を 連 結 す る 他 の 斜 材 と  
、 を 有 し 、 両 端 が 一 対 の 構 造 物 に 支 持 さ れ て い る ト ラ ス 梁 と 、
　 一 対 の 前 記 上 弦 材 に 跨 る よ う に 配 置 さ れ る 板 状 の 梁 底 型 枠 と 、
　 前 記 梁 底 型 枠 を 用 い て 形 成 さ れ る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の コ ン ク リ ー ト 梁 と 、
　 を 備 え る 梁 の 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ト ラ ス 梁 は 、 前 記 横 方 向 に 間 隔 を あ け て 複 数 設 け ら れ 、
　 隣 り 合 う 一 対 の ト ラ ス 梁 を 構 成 す る 前 記 上 弦 材 に 跨 る と 共 に 端 部 が 前 記 梁 底 型 枠 の 端 部  
と 前 記 横 方 向 で 対 向 し て い る デ ッ キ プ レ ー ト を 備 え る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 梁 の 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 上 弦 材 に は 、 打 設 さ れ る コ ン ク リ ー ト に 埋 設 さ れ る ス タ ッ ド が 取 り 付 け ら れ て い る  
、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 梁 の 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 梁 の 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 建 築 物 の 構 築 方 法 で は 、 柱 、 梁 及 び 床 ス ラ ブ か  
ら な る ラ ー メ ン 構 造 形 式 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 建 築 物 を 構 築 す る に 際 し 、 柱 鉄 筋 間 に 、 少  
な く と も 梁 型 枠 及 び 打 設 す る コ ン ク リ ー ト の 重 量 を 支 持 で き る 強 度 を 有 す る ト ラ ス 状 又 は  
ラ チ ス 状 に 組 み 立 て た 梁 鉄 筋 ユ ニ ッ ト を 配 設 、 固 定 し 、 梁 鉄 筋 ユ ニ ッ ト に よ り 梁 型 枠 を 保  
持 さ せ た 状 態 で 梁 鉄 筋 ユ ニ ッ ト 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ５ １ ６ ８ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｒ Ｃ 造 の 構 造 物 を 施 工 す る と き に は 、 柱 、 梁 、 及 び ス ラ ブ 等 の 型 枠 を 設 置 し て 、 コ ン ク  
リ ー ト を 型 枠 内 に 打 設 す る 。 こ こ で 、 梁 の 底 型 枠 、 及 び ス ラ ブ の 底 型 枠 は 、 支 保 工 で 支 持  
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 、 施 工 工 程 を 簡 略 化 す る た め に 、 隣 り 合 う 一 対 の 梁 型 枠 の 間 の ス ラ ブ の 底 型 枠 を コ  
ン パ ネ か ら デ ッ キ 材 に 置 き 換 え る こ と で 、 ス ラ ブ の 底 型 枠 を 支 持 す る 支 保 工 の 数 を 減 ら す  
こ と が あ る 。 し か し 、 梁 の 底 型 枠 を 支 持 す る 支 保 工 の 数 を 減 ら す こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 の 課 題 は 、 梁 底 型 枠 を 支 持 す る 支 保 工 の 数 を 減 ら す こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ 態 様 に 係 る 梁 の 構 造 は 、 長 手 方 向 か ら 見 て 、 横 方 向 に 並 ぶ 一 対 の 上 弦 材 と 、 前 記 長  
手 方 向 か ら 見 て 、 一 対 の 前 記 上 弦 材 と で 三 角 形 の 頂 点 を 形 成 す る よ う に 配 置 さ れ る 下 弦 材  
と 、 一 方 の 前 記 上 弦 材 と 前 記 下 弦 材 と を 連 結 す る 一 の 斜 材 と 、 他 方 の 前 記 上 弦 材 と 前 記 下  
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弦 材 と を 連 結 す る 他 の 斜 材 と 、 を 有 し 、 両 端 が 一 対 の 構 造 物 に 支 持 さ れ て い る ト ラ ス 梁 と  
、 一 対 の 前 記 上 弦 材 に 跨 る よ う に 配 置 さ れ る 板 状 の 梁 底 型 枠 と 、 前 記 梁 底 型 枠 を 用 い て 形  
成 さ れ る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の コ ン ク リ ー ト 梁 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 態 様 に よ れ ば 、 横 方 向 に 並 ぶ 一 対 の 上 弦 材 に 跨 る よ う に 梁 底 型 枠 が 配 置 さ れ て い る  
。 こ の よ う に 、 梁 底 型 枠 は 、 一 対 の 上 弦 材 に 支 持 さ れ 、 ト ラ ス 梁 全 体 で コ ン ク リ ー ト 打 設  
時 の 重 量 を 支 持 し て い る 。 こ の た め 、 コ ン ク リ ー ト 梁 を 施 工 す る と き に 梁 底 型 枠 を 支 持 す  
る 支 保 工 の 数 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ 態 様 に 係 る 梁 の 構 造 は 、 第 １ 態 様 に 記 載 の 梁 の 構 造 に お い て 、 前 記 ト ラ ス 梁 は 、 前  
記 横 方 向 に 間 隔 を あ け て 複 数 設 け ら れ 、 隣 り 合 う 一 対 の ト ラ ス 梁 を 構 成 す る 前 記 上 弦 材 に  
跨 る と 共 に 端 部 が 前 記 梁 底 型 枠 の 端 部 と 前 記 横 方 向 で 対 向 し て い る デ ッ キ プ レ ー ト を 備 え  
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 態 様 に よ れ ば 、 横 方 向 で 隣 り 合 う ト ラ ス 梁 に 跨 る よ う に 、 デ ッ キ プ レ ー ト が 設 け ら  
れ 、 デ ッ キ プ レ ー ト の 端 部 と 梁 底 型 枠 の 端 部 と は 、 横 方 向 で 対 向 し て い る 。 こ の た め 、 デ  
ッ キ プ レ ー ト を 型 枠 と し て 形 成 さ れ る 床 ス ラ ブ と 、 梁 底 型 枠 を 型 枠 と し て 形 成 さ れ る コ ン  
ク リ ー ト 梁 と を 一 体 的 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ３ 態 様 に 係 る 梁 の 構 造 は 、 第 １ 態 様 に 記 載 の 梁 の 構 造 に お い て 、 前 記 上 弦 材 に は 、 打  
設 さ れ る コ ン ク リ ー ト に 埋 設 さ れ る ス タ ッ ド が 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 態 様 に よ れ ば 、 上 弦 材 に は 、 打 設 さ れ る コ ン ク リ ー ト に 埋 設 さ れ る ス タ ッ ド が 取 り  
付 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ト ラ ス 梁 と コ ン ク リ ー ト 梁 と の 接 合 強 度 を 向 上 さ せ る こ と  
が で き る 。 さ ら に 、 ト ラ ス 梁 と コ ン ク リ ー ト 梁 と で 一 体 と な っ た 合 成 梁 と す る こ と で 、 コ  
ン ク リ ー ト 梁 単 体 と 比 較 し 、 梁 の 耐 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 梁 底 型 枠 を 支 持 す る 支 保 工 の 数 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 梁 の 構 造 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 梁 の 構 造 を 構 成 す る ト ラ ス 梁 を 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 梁 の 構 造 を 構 成 す る ト ラ ス 梁 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 梁 の 構 造 の 一 例 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。 各 図  
に 示 す 矢 印 Ｈ は 上 下 方 向 で あ っ て 鉛 直 方 向 を 示 し 、 各 図 に 示 す 矢 印 Ｗ は 、 矢 印 Ｈ に 対 し て  
直 交 す る 梁 の 幅 方 向 で あ る 共 に 水 平 方 向 を 示 し 、 各 図 に 示 す 矢 印 Ｄ は 、 矢 印 Ｈ 及 び 矢 印 Ｗ  
に 対 し て 直 交 す る 梁 の 長 手 方 向 で あ る と 共 に 水 平 方 向 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 全 体 構 成 ）
　 本 実 施 形 態 の 梁 の 構 造 １ ０ を 備 え た 合 成 梁 １ ２ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 ト ラ ス 梁 ２  
０ と 、 ト ラ ス 梁 ２ ０ に 載 せ ら れ た 板 状 の 梁 底 型 枠 ４ ０ と 、 コ ン ク リ ー ト 梁 ５ ０ と を 備 え て  
い る 。 そ し て 、 合 成 梁 １ ２ は 、 図 １ 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 梁 の 幅 方 向 （ 以 下 「 幅 方 向  
」 ） に 間 隔 を あ け て 複 数 設 け ら れ 、 合 成 梁 １ ２ を 構 成 す る ト ラ ス 梁 ２ ０ は 、 室 内 空 間 １ ０  
０ に 露 出 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 〔 ト ラ ス 梁 ２ ０ 〕
　 ト ラ ス 梁 ２ ０ は 、 図 １ 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 幅 方 向 に 並 ぶ と 共 に 長 手 方 向 に 延 び て  
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い る 一 対 の 上 弦 材 ２ ２ と 、 長 手 方 向 か ら 見 て 、 一 対 の 上 弦 材 ２ ２ と で 三 角 形 の 頂 点 を 形 成  
す る よ う に 配 置 さ れ て い る 下 弦 材 ３ ２ と を 備 え て い る 。 幅 方 向 は 、 横 方 向 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 ト ラ ス 梁 ２ ０ は 、 一 方 の 上 弦 材 ２ ２ と 下 弦 材 ３ ２ と を 連 結 す る 斜 材 ４ ２ と 、 他  
方 の 上 弦 材 ２ ２ と 下 弦 材 ３ ２ と を 連 結 す る 斜 材 ５ ２ と 、 一 対 の 上 弦 材 ２ ２ を 繋 ぐ つ な ぎ 材  
（ 図 示 省 略 ） と を 備 え て い る 。 以 下 説 明 の 便 宜 上 、 幅 方 向 の 一 方 側 （ 図 １ の 右 側 ） に 配 置  
さ れ て い る 上 弦 材 ２ ２ を 一 方 の 上 弦 材 ２ ２ と し て 上 弦 材 ２ ２ ａ と 称 し 、 幅 方 向 の 他 方 側 （  
図 １ の 左 側 ） に 配 置 さ れ て い る 上 弦 材 ２ ２ を 他 方 の 上 弦 材 ２ ２ と し て 上 弦 材 ２ ２ ｂ と 称 す  
る 。 な お 、 上 弦 材 ２ ２ ａ と 上 弦 材 ２ ２ ｂ と を 特 に 区 別 し な い 場 合 は 、 末 尾 の ア ル フ ァ ベ ッ  
ト を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 － 上 弦 材 ２ ２ －
　 上 弦 材 ２ ２ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 一 対 の Ｌ 字 状 の ア ン グ ル 材 ２ ４ を 備 え 、 一 対 の  
ア ン グ ル 材 ２ ４ は 、 一 対 の ア ン グ ル 材 ２ ４ の 板 面 が 重 な り 、 一 対 の ア ン グ ル 材 ２ ４ の 上 方  
を 向 い た 面 が 同 様 の 平 面 上 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 弦 材 ２ ２ の 両 端 部 が  
、 柱 １ １ ０ （ 図 ３ 参 照 ） に 取 り 付 け ら れ て い る 。 柱 １ １ ０ は 、 構 造 物 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 説 明 の 便 宜 上 、 合 成 梁 １ ２ の 幅 方 向 の 中 央 側 に 配 置 さ れ て い る ア ン グ ル 材 ２ ４ を  
ア ン グ ル 材 ２ ４ ａ と 称 し 、 ア ン グ ル 材 ２ ４ ａ に 対 し て 合 成 梁 １ ２ の 幅 方 向 の 外 側 に 配 置 さ  
れ て い る ア ン グ ル 材 ２ ４ を ア ン グ ル 材 ２ ４ ｂ と 称 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ア ン グ ル 材 ２ ４ ａ と ア ン グ ル 材 ２ ４ ｂ と は 、 図 示 せ ぬ 固 定 部 材 で 固 定 さ れ て い る 。 さ ら  
に 、 ア ン グ ル 材 ２ ４ ａ に お い て 上 方 を 向 い た 面 に は 、 頭 付 き ス タ ッ ド ２ ６ が 溶 接 に よ っ て  
取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 頭 付 き ス タ ッ ド ２ ６ は 、 長 手 方 向 に 間 隔 を あ け て 複 数 設 け ら れ  
て い る 。 頭 付 き ス タ ッ ド ２ ６ は 、 ス タ ッ ド の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 － 下 弦 材 ３ ２ －
　 下 弦 材 ３ ２ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 一 対 の Ｌ 字 状 の ア ン グ ル 材 ３ ４ と 、 一 対 の ア ン  
グ ル 材 ３ ４ を つ な ぐ つ な ぎ 材 ３ ８ と 、 を 備 え て い る 。 そ し て 、 一 対 の ア ン グ ル 材 ３ ４ は 、  
一 対 の ア ン グ ル 材 ３ ４ の 板 面 が 隙 間 を あ け て 対 向 し 、 一 対 の ア ン グ ル 材 ３ ４ の 下 方 を 向 い  
た 下 面 が 同 様 の 平 面 上 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 下 弦 材 ３ ２ の 両 端 部 は 、 柱  
１ １ ０ （ 図 ３ 参 照 ） と 長 手 方 向 で 離 隔 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 対 の ア ン グ ル 材 ３ ４ は 、 隙 間 を あ け て 対 向 し た プ レ ー ト 部 ３ ６ を 夫 々 備 え て お り 、 つ  
な ぎ 材 ３ ８ は 、 一 対 の プ レ ー ト 部 ３ ６ の 上 方 部 分 に 掛 け 渡 さ れ 、 長 手 方 向 に 間 隔 を あ け て  
複 数 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 一 対 の プ レ ー ト 部 ３ ６ の 間 で 、 か つ 、 つ な ぎ 材 ３ ８ の 下 方 に は 、 長 手 方 向 に 延 び  
る ラ イ ト ７ ０ が 配 置 さ れ て お り 、 こ の ラ イ ト ７ ０ は 、 図 示 せ ぬ 固 定 部 材 で 下 弦 材 ３ ２ に 固  
定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 － 上 弦 材 ２ ２ ａ と 下 弦 材 ３ ２ と 連 結 す る 斜 材 ４ ２ －
　 斜 材 ４ ２ は 、 断 面 円 状 の 金 属 棒 を 用 い て 形 成 さ れ て お り 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 上 下  
方 向 に 対 し て 一 方 側 に 傾 く 斜 材 ４ ２ ａ と 、 上 下 方 向 に 対 し て 他 方 側 に 傾 く 斜 材 ４ ２ ｂ と に  
分 け ら れ る 。 隣 り 合 う 斜 材 ４ ２ ａ と 斜 材 ４ ２ ｂ と は 、 上 方 が 開 放 さ れ た Ｖ 字 状 、 又 は 下 方  
が 開 放 さ れ た Ｖ 字 状 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 斜 材 ４ ２ は 、 一 の 斜 材 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 斜 材 ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ の 上 端 部 は 、 上 弦 材 ２ ２ ａ を 構 成 す る ア ン グ ル 材 ２ ４ ａ に  
溶 接 に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 斜 材 ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ の 下 端 部 は 、 下 弦 材 ３ ２ を  
構 成 す る 上 弦 材 ２ ２ ａ 側 の ア ン グ ル 材 ３ ４ に 溶 接 に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 － 上 弦 材 ２ ２ ｂ と 下 弦 材 ３ ２ と 連 結 す る 斜 材 ５ ２ －
　 斜 材 ５ ２ は 、 断 面 円 状 の 金 属 棒 を 用 い て 形 成 さ れ て お り 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 上 下  
方 向 に 対 し て 一 方 側 に 傾 く 斜 材 ５ ２ ａ と 、 上 下 方 向 に 対 し て 他 方 側 に 傾 く 斜 材 ５ ２ ｂ と に  
分 け ら れ る 。 隣 り 合 う 斜 材 ５ ２ ａ と 斜 材 ５ ２ ｂ と は 、 上 方 が 開 放 さ れ た Ｖ 字 状 、 又 は 下 方  
が 開 放 さ れ た Ｖ 字 状 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 斜 材 ５ ２ は 、 他 の 斜 材 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 斜 材 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ の 上 端 部 は 、 上 弦 材 ２ ２ ｂ を 構 成 す る ア ン グ ル 材 ２ ４ ａ に  
溶 接 に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 斜 材 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ の 下 端 部 は 、 下 弦 材 ３ ２ を  
構 成 す る 上 弦 材 ２ ２ ｂ 側 の ア ン グ ル 材 ３ ４ に 溶 接 に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 〔 梁 底 型 枠 ４ ０ 〕
　 梁 底 型 枠 ４ ０ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 幅 方 向 に 離 隔 す る 一 対 の 上 弦 材 ２ ２ に 跨 る よ  
う に 載 せ ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 上 弦 材 ２ ２ ａ を 構 成 す る ア ン グ ル 材 ２ ４ ａ と 、 上 弦 材  
２ ２ ｂ を 構 成 す る ア ン グ ル 材 ２ ４ ａ と に 跨 る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 〔 コ ン ク リ ー ト 梁 ５ ０ 〕
　 コ ン ク リ ー ト 梁 ５ ０ は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 で あ っ て 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 天 井 裏  
空 間 １ ２ ０ に 配 置 さ れ て お り 、 梁 底 型 枠 ４ ０ に 載 せ ら れ て 断 面 矩 形 状 と さ れ て い る 。 コ ン  
ク リ ー ト 梁 ５ ０ は 、 梁 底 型 枠 ４ ０ を 用 い て 施 工 さ れ て い る 。 そ し て 、 コ ン ク リ ー ト 梁 ５ ０  
の 内 部 に 頭 付 き ス タ ッ ド ２ ６ が 埋 設 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 頭 付 き ス タ ッ ド ２ ６ は 、 コ  
ン ク リ ー ト 梁 ５ ０ と ト ラ ス 梁 ２ ０ と を 接 合 す る シ ア コ ネ ク タ と し て 機 能 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 〔 そ の 他 〕
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 幅 方 向 で 隣 り 合 う ト ラ ス 梁 ２ ０ に 跨 る よ う に 、 デ ッ キ プ レ ー ト  
１ ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 デ ッ キ プ レ ー ト １ ３ ０ の 一 端 部 は 、 幅 方 向 の 一 方  
側 に 配 置 さ れ た ト ラ ス 梁 ２ ０ の ア ン グ ル 材 ２ ４ ｂ に 載 せ ら れ 、 梁 底 型 枠 ４ ０ の 端 部 と 幅 方  
向 で 対 向 し て い る 。 ま た 、 デ ッ キ プ レ ー ト １ ３ ０ の 他 端 部 は 、 幅 方 向 の 他 方 側 に 配 置 さ れ  
た ト ラ ス 梁 ２ ０ の ア ン グ ル 材 ２ ４ ｂ に 載 せ ら れ 、 梁 底 型 枠 ４ ０ の 端 面 と 幅 方 向 で 対 向 し て  
い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 デ ッ キ プ レ ー ト １ ３ ０ に は 、 デ ッ キ プ レ ー ト １ ３ ０ を 型 枠 と し て 形 成 さ れ た 鉄 筋  
コ ン ク リ ー ト 製 の 床 ス ラ ブ １ ３ ２ が 載 せ ら れ て い る 。 床 ス ラ ブ １ ３ ２ は 、 一 対 の コ ン ク リ  
ー ト 梁 ５ ０ に 挟 ま れ て お り 、 床 ス ラ ブ １ ３ ２ の 厚 さ は 、 コ ン ク リ ー ト 梁 ５ ０ の 厚 さ （ 高 さ  
） と 比 し て 薄 く さ れ て い る 。 そ し て 、 床 ス ラ ブ １ ３ ２ は 、 コ ン ク リ ー ト 梁 ５ ０ と 一 体 的 に  
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ ま と め ）
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 梁 の 構 造 １ ０ に お い て は 、 幅 方 向 に 離 隔 す る 一 対 の 上 弦 材 ２ ２ に  
跨 る よ う に 梁 底 型 枠 ４ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 梁 底 型 枠 ４ ０ は 、 一 対 の 上 弦 材 ２ ２  
に 支 持 さ れ て い る 。 ト ラ ス 梁 ２ ０ 全 体 で コ ン ク リ ー ト 打 設 時 の 重 量 を 支 持 で き る の で 、 コ  
ン ク リ ー ト 梁 ５ ０ を 施 工 す る と き に 梁 底 型 枠 ４ ０ を 支 持 す る 支 保 工 の 数 を 減 ら す こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 梁 の 構 造 １ ０ に お い て は 、 幅 方 向 で 隣 り 合 う ト ラ ス 梁 ２ ０ に 跨 る よ う に 、 デ ッ キ  
プ レ ー ト １ ３ ０ が 設 け ら れ 、 デ ッ キ プ レ ー ト １ ３ ０ の 端 面 と 梁 底 型 枠 ４ ０ の 端 面 と は 、 幅  
方 向 で 対 向 し て い る 。 こ の た め 、 デ ッ キ プ レ ー ト １ ３ ０ を 型 枠 と し て 形 成 さ れ る 床 ス ラ ブ  
１ ３ ２ と 、 梁 底 型 枠 ４ ０ を 型 枠 と し て 形 成 さ れ る コ ン ク リ ー ト 梁 ５ ０ と を 一 体 的 に 形 成 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 ま た 、 梁 の 構 造 １ ０ に お い て は 、 上 弦 材 ２ ２ に は 、 打 設 さ れ る コ ン ク リ ー ト に 埋 設 さ れ  
る 頭 付 き ス タ ッ ド ２ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ト ラ ス 梁 ２ ０ と コ ン ク リ ー ト  
梁 ５ ０ と の 接 合 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ト ラ ス 梁 ２ ０ と コ ン ク リ ー ト 梁  
５ ０ と で 一 体 と な っ た 合 成 梁 と す る こ と で 、 コ ン ク リ ー ト 梁 単 体 と 比 較 し 、 梁 の 耐 力 を 向  
上 さ せ る こ と が で き る 。   
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 梁 の 構 造 １ ０ に お い て は 、 奥 行 き 方 向 に 延 び る ラ イ ト ７ ０ が 、 一 対 の ア ン グ ル 材  
３ ４ の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 一 対 の ア ン グ ル 材 ３ ４ に よ っ て ラ イ ト ７ ０ を 保  
護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 本 開 示 を 特 定 の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 開 示 は 係 る 実 施 形 態 に 限  
定 さ れ る も の で は な く 、 本 開 示 の 範 囲 内 に て 他 の 種 々 の 実 施 形 態 を と る こ と が 可 能 で あ る  
こ と は 当 業 者 に と っ て 明 ら か で あ る 。 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 ２ 個 の ア ン グ ル 材 ３ ４  
に よ っ て 下 弦 材 ３ ２ が 形 成 さ れ た が 、 １ 個 の ア ン グ ル 材 等 の 部 材 に よ っ て 下 弦 材 が 形 成 さ  
れ て も よ く 、 ３ 個 以 上 の ア ン グ ル 材 等 の 部 材 に よ っ て 下 弦 材 が 形 成 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 上 弦 材 ２ ２ の 両 端 部 が 、 柱 １ １ ０ に 取 り 付 け ら れ て い た が 、  
柱 １ １ ０ に 限 定 さ れ ず 、 何 れ か の 構 造 物 に 上 弦 材 ２ ２ が 取 り 付 け ら れ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
１ ０    梁 の 構 造
２ ０    ト ラ ス 梁
２ ２    上 弦 材
２ ２ ａ  上 弦 材
２ ２ ｂ  上 弦 材
２ ６    頭 付 き ス タ ッ ド （ ス タ ッ ド の 一 例 ）
３ ２    下 弦 材
４ ０    梁 底 型 枠
４ ２    斜 材 （ 一 の 斜 材 の 一 例 ）
４ ２ ａ  斜 材
４ ２ ｂ  斜 材
５ ０    コ ン ク リ ー ト 梁
５ ２    斜 材 （ 他 の 斜 材 の 一 例 ）
５ ２ ａ  斜 材
５ ２ ｂ  斜 材
１ １ ０  柱 （ 構 造 物 の 一 例 ）
１ ３ ０  デ ッ キ プ レ ー ト
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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